























































































































































『片言』　 （条） 『まこと草』（項） 抄出の割合（％）
巻一  23 17 73.9
巻二  91 66 72.5
巻三　前半 150 74 49.3
53.5
　　　後半　時節之部  20 15 75.0
　　　　　　人倫併人名之部  65 34 52.3
　　　　　　衣服之部  19 13 68.4
巻四　　　　器財部  89 35 39.3
50.4
　　　　　　支躰部  19 10 52.6
　　　　　　病名部  17 10 58.8
　　　　　　木部  12 8 66.7
　　　　　　草部  23 9 39.1
　　　　　　虫部  12 9 75.0
　　　　　　魚部  11 10 90.0
　　　　　　鳥部   8 4 50.0
　　　　　　獣部  11 8 72.7
　　　　　　飲食部  23 15 65.2
　　　　　　国名所併寺号  31 11 35.5
巻五　　　　居所部  15 8 53.3
33.0
　　　　　　雑詞部 105 19 18.1
　　　　　　湯桶言葉  10 2 20.0
　　　　いはずしてもことか
　　　　き侍るまじきこと葉





それぞれの割合は，巻一が 73.9%，巻二が 72.5%，巻三が 53.5%，巻四が 50.4%，巻五が
33.0%となり，抄出された内容は巻が進むにつれ減少していく傾向が見られる。さらに具体的
に見ていくと，巻三前半が 49.3%，後半「時節之部」が 75.0%，「人倫併人名之部」が 52.3%，
「衣服之部」が 68.4%，巻四「器財部」が 39.3%，「支躰部」が 52.6%，「病名部」58.8%，「木
部」が 66.7%，「草部」が 39.1%，「虫部」が 75.0%，「魚部」が 90.0%，「鳥部」が 50.0%，「獣
部」が 72.7%，「飲食部」が 65.2%，「国名併寺号」35.5%，巻五「居所部」53.3%，「雑詞部」




















　1項＝ 19条　2項＝ 15条　3項＝ 16条　4項＝ 17条　5項＝ 18条　6項＝ 5条　
　7項＝ 1条　8項＝ 2条　9項＝ 3条　10項＝ 4条　11項＝ 6条　12項＝ 7条




























































四寸五分），左右四寸三分（匡廓三寸一分）」とある（筆者の調査では縦 18,5 cm，横 13,0 cm
















































































































































































































































































































































































































































































































澄」（安永 8年～天保 11年　1779～ 1840）のことと思われる。
（11） 松村（1986）によると，『正誤大和言葉』の序文には「をみな子の手習ふかたはらのもてあそひくさ」
とあり，石津が「冒頭部の大和ことば集の部に基づいて女性用であると解釈した」とし，本書が「ふ
るき哥の詞また女と（「た」か？）ち書かはせる消息ふみの詞なとをあまたあつめてこれかこゝろは
へを注釋し證哥をも引へきものはひきなとし」と女性のための大和言葉集という性格づけがなされ
ているとしている。
（12） 松村（1986）では『正誤大和言葉』は，凡例にも
 　 やまとことばといふ事は，我日本のことばといふ事なり，されば古今和歌集の序にも，やまとう
たは人のこころをたねとして，とみえたり（以下略）
 のように「片言直しより大和ことばについて記されることが多い」とし，『当世大和言葉』との相違
を述べている。
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